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文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
一
層
必
要
性
が
高
ま
り
、

大
幅
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
前
倒
し
さ
れ

た
。
つ
ま
り
は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
も
、

本
構
想
実
現
に
向
け
た
学
習
環
境
の
整

備
を
早
急
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
７
月
、
補

正
予
算
に
よ
り
、
各
小
中
学
校
に
一
人

一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
さ
れ

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
び
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、以
下
の
点
を
伺
う
。

⑴
町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
状
況
な
ら
び
に
先
進
的
な
学

び
の
事
例
は
。

⑵
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
環
境

の
充
実
の
た
め
の
町
の
支
援
策
は
。

 

教
育
長 

⑴
本
年
度
は
、
授
業
の
中
で
操
作
方
法

を
覚
え
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
る
こ
と

を
第
一
の
目
標
と
し
て
進
め
て
い
る
。　
　

　

町
内
小
中
学
校
で
の
活
用
事
例
と
し

て
は
、
小
学
校
低
学
年
で
は
植
物
の
観

察
や
撮
影
保
存
、
中
学
年
か
ら
高
学
年

で
は
文
字
の
入
力
や
共
同
作
業
で
意
見

の
書
込
み
を
行
っ
た
り
、
修
学
旅
行
先

の
調
べ
学
習
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。　

　

中
学
校
で
は
発
表
資
料
の
作
成
や
、

持
ち
帰
り
で
の
健
康
観
察
な
ど
に
備
え

た
学
校
内
で
の
リ
モ
ー
ト
授
業
を
行
う

な
ど
、
児
童
生
徒
の
習
熟
度
に
応
じ
た

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

先
進
的
な
学
び
の
事
例
と
し
て
は
、

一
学
年
一
人
の
小
規
模
校
同
士
の
合
同

授
業
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
用
ツ
ー
ル

を
活
用
し
た
話
合
い
を
行
っ
た
り
、
修

学
旅
行
先
で
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
行
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
用
ポ
ス
タ

ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
徒
自
ら
が
作
成
す

る
際
に
活
用
す
る
例
が
あ
っ
た
。

⑵
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
令
和
２
年

度
に
、
通
信
環
境
が
十
分
で
は
な
い
家

庭
へ
の
貸
出
用
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
60

台
と
、
学
校
側
で
配
信
に
使
用
す
る
周

辺
機
器
の
カ
メ
ラ
な
ど
70
台
を
導
入
。　
　

　

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
な

ど
の
導
入
に
つ
い
て
学
校
と
協
議
を
進

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
係
る
教
職
員
研
修
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
国

や
道
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
導
入
・
活

用
を
推
奨
す
る
よ
う
各
自
治
体
に
通
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
導
入
経
費
に
か
か

る
特
別
交
付
税
措
置
も
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
感
染
症
対
策
の
み

な
ら
ず
、
自
然
災
害
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
に
お
い
て
も
、
「
業
務
継
続
性

確
保
」
の
観
点
、
さ
ら
に
は
「
働
き
方

改
革
」
に
も
通
じ
る
制
度
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

教
職
現
場
に
お
い
て
は
、
特
に
児
童

生
徒
が
登
校
し
な
い
長
期
休
業
中
に
お

い
て
は
有
効
活
用
で
き
る
制
度
と
し

て
、
す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
た
り
、
試

行
し
た
り
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
教
職
員
の
テ
レ
ワ
ー

ク
活
用
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

の
点
を
伺
う
。

⑴
教
職
現
場
の
テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
状
況

お
よ
び
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

⑵
テ
レ
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
に
向
け
た

環
境
整
備
の
方
策
は
。

 

教
育
長 

⑴
町
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
の
ほ
か
、
業
務

で
使
用
す
る
デ
ー
タ
に
対
す
る
ア
ク
セ

ス
す
る
手
段
が
な
い
こ
と
か
ら
、
活
用

の
実
態
は
な
い
。
し
か
し
、
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
用
を
前
提
と
し
な
い
在

宅
勤
務
と
し
て
は
、
昨
年
３
月
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

一
斉
臨
時
休
業
に
伴
い
、
道
立
学
校
職

員
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
一

斉
臨
時
休
業
期
間
等
に
お
け
る
幕
別
町

立
学
校
職
員
の
在
宅
勤
務
実
施
要
領
」

を
制
定
し
運
用
し
て
お
り
、
自
宅
に
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
外
部
記
録
媒
体

や
書
類
な
ど
、
在
宅
勤
務
に
つ
い
て
の

取
扱
い
を
規
定
し
て
い
る
。

⑵
将
来
的
に
は
、
学
校
に
お
け
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
導
入
は
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
道
立
学
校
に
お
け
る
校
務

用
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
出
し
や
、
個
人
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
北
海
道
教
育
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
リ
モ
ー
ト
接
続
に
よ
る

デ
ー
タ
閲
覧
等
を
参
考
に
、
導
入
に
必

要
な
環
境
整
備
の
研
究
を
行
い
た
い
。

答問
今
後
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
な
ら
び
に
教

職
員
へ
の
支
援
の
推
進
に
努
め
る

小
中
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

問
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答問

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
は
必
要
で
あ

り
、
環
境
整
備
の
研
究
を
行
う

学
校
現
場
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
推
進

に
つ
い
て

問


